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はじめに



前提条件

本資料では、Getting Started Guideで紹介したD-View7環境の基本構築
が既に完了していることを前提としています。
インストールや管理機器の登録が完了していない場合は、Getting Started
Guideを参照してください。

本資料では、日々の運用管理に便利な機能や必須の機能、一括処理や自動処理
を行うための機能の設定の仕方について紹介していきます。
お客様が必要な機能について設定してご利用ください。
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Topology View
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Topology View

通常時

Topology View上に
イベントアイコンなし
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Topology View

異常発生時

Critical

Warning

Info

マウスオーバーすると、
イベントの詳細情報が
ポップアップする
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Event View
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Event View

Event Viewでイベントの
発生履歴を閲覧できる
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Event View

把握済みのイベントは
Acknowledge（承認）して、
新規のイベントを見逃さない
ようにしましょう
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イベントを Acknowledge

すると，Topology Viewから
イベントアイコンが消える

Event View
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Rack View
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Rack View

サーバ室

実際のラックマウント構成を D-View7コンソール上で視覚化できる

D-View7
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Rack View

②任意の名前を入力して
Create を押下

①クリック
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Rack View

③ Add Rackを押下
④クリックして
ラック名を変更（任意）

⑥ラックに搭載する機器を
選択して Addを押下

⑤クリック

ラックマウントできない製品（e.g. アクセスポイント）は表示されない
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Rack View

Rack View でも死活確認できる

Online

Offline

Unknown

ドラッグアンドドロップ
で位置を変更できる

クリック

ポート毎の接続先機器や
簡易的なトラフィック情報を
確認できる
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Monitor Logs



D-View7SNMP マネージャがない環境
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Monitor Logs

監視機器

管理者
NMS

監視機器

イベント発生時には
自発的に通知

SNMP Trap

ループ発生

監視機器で発生した
イベントに気づけない …

ループ発生



D-View7Syslog サーバがない環境
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Monitor Logs

監視機器

管理者

ログを確認したい
ときは対象機器へ
都度アクセス …

古いログが上書き
されてしまって、
確認できない …

監視機器

長期間の Syslogを
保存できる

各機器が自発的に
Syslogを送信

NMS

Syslog
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Monitor Logs

SNMP Trapタブ

D-View7で受信した
SNMP Trapが表示される

SNMP Trapの受信期間や
SNMPバージョンで
フィルタできる
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Monitor Logs

Syslogタブ

D-View7で受信した
Syslogが表示される

Syslogの受信期間や
Severity でフィルタできる
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Ping Helper



本社
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Ping Helper

D-View7では遠隔地の監視機器へ Probeを介して Ping できる

D-View7

Server

管理者

支社

Probe
監視機器

Ping 命令 Ping 実行

インターネット

直接 Pingできない
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Ping Helper

IP と Ping Times（回数）
を設定して Sendを押下
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Inventory
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Inventory

D-View7従来の環境

監視機器

管理者

監視機器

NMS

ファームバージョンや
シリアル番号を台帳で
管理してるため、更新
漏れが発生する …

D-View7ではファームアップや機器追加等で更新が必要となるファームバージョンや
シリアル番号等の構成管理情報を自動で収集してリスト化できる

機器追加

ファームアップ

機器追加

ファームアップ

構成管理情報を自動で
収集してリスト化

製品によっては収集できない場合がある
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Inventory

ファームアップ漏れに
気付けることもある

MIB で情報を収集できない
情報は N/A（該当なし）と
表示される
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Dashboard
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Dashboard

D-View7では初期設定で監視機器の CPUやメモリ使用率等をリアルタイムで
モニタリングしているため、いつでもダッシュボードから確認できる

MIB で情報を収集できない機種（e.g.スマートスイッチ）は表示されない
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Dashboard

ダッシュボードを
カスタマイズ

あのスイッチの通信が遅いので、
トラフィック量を調べてみたい

課
題

ダッシュボードを活用するためのシナリオ
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Dashboard

①クリック

②任意の名前を入力して
Create を押下
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Dashboard

③クリック

④モニタリングしたい情報
を設定して Createを押下
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Dashboard

ポート毎に表示

表示は下記から選択できる

NOW（直近 30分間）
1D（24時間）
7D（1週間）
1M（1ケ月間）
3M（3ケ月間）
6M（半年間）
1Y（1年間）

グラフか表を
選択できる
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Dashboard

マネジメントスイッチ

CPU使用率
メモリ使用率
トラフィック量
エラーパケット数
Pingレスポンス

スマートスイッチ

トラフィック量
エラーパケット数
Ping レスポンス

単体アクセスポイント

CPU 使用率
メモリ使用率
無線トラフィック量
無線トラフィック数
無線エラーパケット数
無線クライアント数
Ping レスポンス

参考例）ダッシュボードで収集できる情報
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メール通知



メール通知
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①クリック



メール通知
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②管理者のメールサーバ
情報を設定して Saveを押下
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メール通知

管理者への
メール通知

監視機器がダウンしたときには
いち早く知りたい

課
題

メール通知を活用するためのシナリオ
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メール通知

③ Add Notification

Ruleを押下

④任意の名前を入力して
Nextを押下
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メール通知

⑤ Pingを選択

⑥監視機器を選択

⑦ Nextを押下
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メール通知

⑧管理者のメールアドレスを
入力して Addを押下

⑨ Finishを押下
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メール通知

設定を確認後、意図的に
監視機器をダウンさせると
次頁のメールが送信される
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メール通知

D-View7では初期設定では 60秒毎に Ping で疎通確認しており、
5 回（5 分間）応答を得られないと監視機器がダウンしたと判断する
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ログインアカウント設定
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ログインアカウント設定

①クリック
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ログインアカウント設定

②管理者のメールサーバ
情報を設定して Saveを押下
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ログインアカウント設定

③ New User を押下
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ログインアカウント設定

④新規アカウント情報を
設定して Submit を押下すると，
次頁のメールが送信される

アカウントを登録する前に SMTP  サーバ設定が必要
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ログインアカウント設定

⑤クリックして，アカウント
をアクティベート
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ログインアカウント設定

⑥クリック

⑦登録したメール
アドレスでログイン



52

ログインアカウント設定

⑧クリック

ビルトインアカウントである adminは削除できないため，
セキュリティ対策としてアカウントを無効化するか，
あるいはパスワードを変更することをお勧めする
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ログインアカウント設定

⑨ Disabled（無効）を
選択して Saveを押下
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ログインアカウント設定

あるいは

⑩パスワードを変更して
Saveを押下
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一括ファームアップ
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一括ファームアップ

① Firmware Upgradeを押下
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一括ファームアップ

② Uploadをクリックして
ファームウェアファイルを選択

③ Next を押下

DGS-1210-28のファームウェアを 4.10.004バージョンに一括更新する
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一括ファームアップ

➃任意の名前を入力して
Next を押下
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一括ファームアップ

⑤ Submit を押下
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一括ファームアップ

⑥ Current Taskタブで
タスクが予約された
ことを確認
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一括ファームアップ

⑦しばらく待って，
Historical Taskで
Delivered と表示された
ことを確認
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一括ファームアップ

⑧ FW Versionが更新されて
いることを確認
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一括コンフィグバックアップ
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一括コンフィグバックアップ

① Backupを押下
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一括コンフィグバックアップ

②コンフィグをバックアップ
したい機器を選択

③ Next を押下

DGS-1210-28のコンフィグを一括バックアップする
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一括コンフィグバックアップ

➃任意の名前を入力して
Next を押下
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一括コンフィグバックアップ

⑤ Submit を押下
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一括コンフィグバックアップ

⑥ Current Taskタブで
タスクが予約された
ことを確認
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一括コンフィグバックアップ

⑦しばらく待って、
Historical Taskで Done と
表示されたことを確認
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一括コンフィグバックアップ

バックアップしたコンフィグは
同様にリストアすることができる
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一括設定変更



D-View7従来の環境
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一括設定変更

監視機器

管理者

設定変更するとき、
全ての対象機器へ
個別にログインして
設定する必要がある …

監視機器

NMS

テンプレート

D-View7では実行したい設定をテンプレート化して
対象機器へ一括配信することができる

一括配信
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一括設定変更

テンプレートをカスタマイズした

一括設定変更
スイッチへ SNTP時刻同期設定を
したいけど、台数が多いので大変

課
題

一括設定変更を活用するためのシナリオ
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一括設定変更

① Script Templateタブ
を表示してクリック
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一括設定変更

③実行コマンドを記載

②任意の名前を入力

④ Create を押下
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一括設定変更

⑤ Create を押下
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一括設定変更

⑥一括設定変更したい
機器を選択

⑦ Next を押下
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一括設定変更

⑧ Telnetか SSHを選択
してアカウント
情報を入力

⑨ Next を押下
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一括設定変更

⑩任意の名前を入力して
Next を押下
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一括設定変更

⑪ Submit を押下
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一括設定変更

⑫ Historical Taskで Delivered

と表示されたことを確認
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一括設定変更

⑬スイッチへログインして
実際に時刻同期されている
ことを確認

System Clockと表示される場合、
時刻同期が失敗している
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D-View7 製品紹介

D-View7 監視環境構築

D-View7 インストール

D-View7 基本編

D-View7 応用編
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条件付きアクション
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条件付きアクション

情報収集

ループ開始

条件

アクション

ループ終了

YES

NO

D-View7では条件を指定して、その真偽値による
アクションを定義できる
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条件付きアクション

CPU 使用率をモニタリングする

条件付きアクション
悪意ある第三者による攻撃から
CPUリソースを保護したい

課
題

条件付きアクションを活用するためのシナリオ
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条件付きアクション

セーフガードエンジンとは CPUリソースを保護するための当社独自機能

監視機器 悪意ある第三者

ARPフラッディングCPU使用率高負荷

セーフガード
エンジン有効化

CPU使用率収集

悪意ある第三者の ARPフラッディング等の攻撃によって
CPUリソースが枯渇してしまう前にセーフガードエンジンを
有効化して CPUリソースを保護する

D-View7

CPU 使用率
高負荷

13

4

2
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条件付きアクション

CPU使用率収集

ループ開始

90%
以上

セーフガード
エンジン有効化

ループ終了

YES

NO
60秒毎

フローチャート

D-View7では 60秒毎に CPU使用率が 90 %を超過しているか否かを
判定するためのビルトインテンプレートが用意されている
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条件付きアクション

① Add Notification

Rule を押下
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条件付きアクション

②任意の名前を入力して
Next を押下
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条件付きアクション

③ CPU Utilizationを選択

④一括設定変更したい
機器を選択

⑤ Next を押下



92

条件付きアクション

⑥実行コマンドを記載

⑦ Next を押下
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条件付きアクション

⑧ Telnetか SSHを選
択してアカウント
情報を入力

⑨ Next を押下
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条件付きアクション

⑪ Finishを押下

⑩通知したいメール
アドレスを入力して
Addを押下（任意）
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条件付きアクション

CPU使用率が 90 %を超過すると、セーフガードエンジンが
有効化された旨の通知メールが送信される
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dview.dlink.com


